




































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は⑤
円高になると輸入資材は安くなり飼料費等は減少、輸出価格は高くなる。円安では輸入資
材が高くなり農業生産には不利、輸出価格は安くなり競争力は上昇する。したがって⑤が
適切である。

●問題Ⅲ-2
正解は①
世界全体の米生産量におけるアジアのシェアは約90%、インドのシェアは約21%である。ま
た、日本の生産量は世界第10位に位置するため、①の組み合わせが適切である。

●問題Ⅲ-3
正解は②
マメ科やアブラナ科、ウリ科などの無胚乳種子では、発生過程で胚乳が退化・吸収され、
養分を蓄えた子葉が大きく発達して種子の大部分を占めるため、②が適切である。

●問題Ⅲ-4
正解は③
コシヒカリは代表的な良食味品種であるが、稈長が長く、耐倒伏性が弱いという栽培上の
欠点を持つ。したがって、草丈が低く倒伏しにくいとする③の記述は不適切である。

●問題Ⅲ-5
正解は④
いもち病は風通しや日当たりが悪くなる密植や、葉が軟弱徒長する窒素過多で多発する。
一方、植物体の表皮細胞をケイ化して病原菌侵入を防ぐケイ酸は発病を抑制する。

●問題Ⅲ-6
正解は④
夏秋どりイチゴは冷涼地で栽培されるが、国内の夏秋期需要の多くは米国等からの輸入イ
チゴに依存しており、国内生産だけでまかなわれているわけではないため、④は不適切で
ある。

●問題Ⅲ-7
正解は②
カキのうち甘ガキは渋ガキよりも果実発育期や脱渋に高い気温を必要とし、寒冷地には適
さない。渋ガキに比べ温度適応範囲が広く北海道でも栽培されるとする②は誤りである。

●問題Ⅲ-8
正解は①
微生物農薬は生きた微生物を利用するため、標的害虫や病原菌への感染・定着・増殖に一
定の時間を要し、化学農薬に比べて効果の発現が遅く緩慢な場合が多いため、①は不適切
である。

●問題Ⅲ-9
正解は③
施肥基準は農耕地外への環境負荷低減を考慮し、化学肥料の施肥量を定めたものである。
また、土壌残存養分や灌漑水からの養分供給量などを勘案して策定されるため、③が適切
である。

●問題Ⅲ-10
正解は⑤
心土層は作土層および鋤床層の下部に位置する土層の総称である。グライ層は地下水等の
強還元層、ポドゾルは冷温帯の漂白層を持つ土壌、埴土は粘土含量の多い土壌を指す。

●問題Ⅲ-11
正解は①



同一の耕地に同一の作物を年に2回栽培・収穫する体系は二期作と呼ばれる。異なる2種類
の作物を1年間に順番に栽培・収穫する体系は二毛作であるため、①の記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-12
正解は②
海水由来で魚介類が原因となるAは腸炎ビブリオ、黄色ブドウ球菌毒素が耐熱性を持つBは
黄色ブドウ球菌、食肉や卵に由来するCはサルモネラ属菌であるため、②の組み合わせが
適切である。

●問題Ⅲ-13
正解は②
低温殺菌（パスチャライゼーション等）は、牛乳などを60〜70℃程度の温和な加熱処理に
よって病原菌を死滅させる熱殺菌技術である。冷凍による殺菌ではないため、②は誤りで
ある。

●問題Ⅲ-14
正解は③
ケルダール法による窒素定量はタンパク質、ソックスレー抽出法によるエーテル抽出は脂
質、酸抽出後の原子吸光光度計による測定はナトリウムの分析法である。

●問題Ⅲ-15
正解は⑤
アミノ酸にはタンパク質を構成する20種類の標準アミノ酸のほか、オルニチンやGABAのよ
うに生体内で代謝中間体や機能性物質として存在しタンパク質を構成しないものもある。

●問題Ⅲ-16
正解は①
純水は0℃で凍結するが、食品中の水は糖や塩類などの溶質が溶解しているため、凝固点
降下により通常0℃未満の温度で凍結を開始する。したがって、①の記述は不適切であ
る。

●問題Ⅲ-17
正解は④
味噌、醤油、清酒、米酢の製造には原料の糖化などにコウジカビ（麹菌）が利用される。
一方、ビールは麦芽の酵素で糖化を行い、酵母で発酵させるため麹菌は用いない。

●問題Ⅲ-18
正解は②
高病原性鳥インフルエンザはA型インフルエンザウイルスが病原体である。かつて家禽ペ
ストと呼ばれたが、細菌であるペスト菌とは無関係である。

●問題Ⅲ-19
正解は③
サイロ密封初期に好気性細菌が酸素を消費して嫌気条件を達成する。水分を70%以下に予
乾すると酪酸菌の増殖が抑えられ、耐乾性のある乳酸菌による乳酸発酵が優占する。

●問題Ⅲ-20
正解は①
粗飼料は植物体の茎葉部を主として利用する飼料でありソルガムや稲わら等が含まれる。
濃厚飼料は栄養価の高い種子・子実を主として利用するため、①が適切である。

●問題Ⅲ-21
正解は④
畜産統計（平成26年）における飼養戸数は、最も少ないAが採卵鶏、次いで豚、乳用牛、
最も多いBが肉用牛であるため、④の組み合わせが適切である。

●問題Ⅲ-22



正解は⑤
鶏卵の構造において、卵黄表面にある受精・発生の起点は胚盤、卵黄を中央に保持するひ
も状構造はカラザ、粘度の高い卵白は濃厚卵白、鈍端側の隙間は気室である。

●問題Ⅲ-23
正解は③
家畜の繁殖において、ウシの性周期は約21日であり、妊娠期間は約280日であるため、③
の記述が正確である。ウマの妊娠期間は約335日、ブタは約114日である。

●問題Ⅲ-24
正解は①
中性化は空気中の二酸化炭素とセメント水和物が反応して炭酸塩化しアルカリ性が失われ
る現象である。反応性シリカとアルカリが反応してゲル化する現象はアルカリ骨材反応で
ある。

●問題Ⅲ-25
正解は⑤
農村自然環境は長年の持続的な農業生産活動や集落による共同管理を通じて維持されてき
た二次的自然である。人手の継続的な介在が健全な生態系や景観の保持に不可欠である。

●問題Ⅲ-26
正解は④
溶存酸素（DO）は水中に溶解している酸素量である。水中の有機物汚濁が進むと好気性微
生物が分解のために酸素を多量に消費するため、DOは低下する。増加する記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-27
正解は④
管水路は用地幅が少なくて済み起伏のある地形への適応性が高いが、管内圧力を利用した
バルブ操作等による用水制御や水撃圧対策など、安全かつ適切な水管理技術が不可欠であ
る。

●問題Ⅲ-28
正解は②
近年の上流山林開発や流域開発は保水力を低下させて雨水の流出量を増大させ、下流の農
地や施設への湛水被害や湛水時間を長期化させる要因となるため、②の記述は不適切であ
る。

●問題Ⅲ-29
正解は③
暗渠溝の埋戻し材（疎水材）は、地表水や土壌中の重力水を速やかに吸水管へ浸透・集水
させるための透水性の確保が最優先される。地耐力確保を最優先として選定する③は不適
切である。

●問題Ⅲ-30
正解は⑤
地下水汚染の防止や監視は重要であるが、地下ダム流域全体において汚濁負荷流入を一律
に法的に禁止・規制し監視を義務づける包括的な特別法は存在しないため、⑤は不適切で
ある。

●問題Ⅲ-31
正解は②
日常的に長時間運転される用水機場では運転費や保守性に優れる電動機が用いられ、洪水
時等に短時間のみ運転される排水機場では停電に強い内燃機関が用いられるため、②は誤
りである。

●問題Ⅲ-32
正解は①



施工管理は施工計画に基づいて受注者が行う管理であり、品質、工程、原価、安全の4管
理に大別される。品質管理では形状や寸法等の出来形管理と材料品質管理を区分して扱
う。

●問題Ⅲ-33
正解は⑤
開水路側方に設けるゲート式分水工の自由流出時の流量公式は、トリチェリの定理に基づ
き有効落差水頭（h1-d）を用いてQ=C5・B・d・ルート[2g(h1-d)]と表される。

●問題Ⅲ-34
正解は④
中山間地域の活性化には、農業振興だけでなく自然景観保全、交流促進、定住条件整備、
インフラ維持など複合的な課題に対して多面的・包括的に施策を連携させることが必要で
ある。

●問題Ⅲ-35
正解は③
圃場整備における農地利用集積を円滑に進めるためには、換地計画の調整と担い手への利
用権設定や農用地集積計画を一体的かつ密接に連携させて推進する必要があり、切り離す
記述は誤りである。


